
氏 名(本 籍)

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位授与年 月 日

学位授与 の要件

研 究 科 専 攻

学 位 論 文 題 目

わた なべ たけ し

渡 邊 剛 志

農 学 博 キ

農 博 第320号

昭 和59年2月27日

学 位 規 則 第5条 第1項 該 当

東 北 大 学 大 学 院 農 学 研 究科

(博士課程)農 芸イヒ学専攻

5θ伽o鋤 πα5侃 痂 舷疵 襯 の脂 質 に 関

す る研 究

論 文 審 査 委 員(主 査)

教授 高 橋 甫 教授 古 坂 澄 石

教授 足 立 達

一140一



論 文 内 容 要 旨

緒 一 言

嫌 気 †生細 菌 の月旨質 に 関 寸 も,研 究 応.そ の 取

扱.い の 困 難:ざ ゆ ん 〃・非 掌 に ケ 守 く 、 最 近」こ

rδ,て 二 ,三 吻 謙 気 性 細 菌 に お ・・て,主 票 ・5

ジ ア シ ル 型 リ ン肪 質 の 主 合 戌 経 路 和く解 明 さ 軋

た に す ぎ 「学 い 。 し ウ・し ㌔こかぐ1う、 当厨i息 室 の 神

昆 ら に よ っ マ 明 ら 知・に 芝 ψしkよ う に 一 蘇 気 性

菌 の 耳旨質 に 感7。 ラ ス マ ロ ー ゲ ン リ ン 脂 質 バ 存.

住 て う な 域 嫌 気性 細 菌 特 有 の 解 詠 あ 与 闇 題

ボ 努 任.て う こ ヒPぐ 予.期 さ 転 る 。 本 論 更 感.緬

羊 ル ー メ ン よ り 分 灘 淀 帆 た グ ラ ム 陰 性 偏 性 づ謙

気 性 細 菌'ヲeとeレ 亀07ηonα9,れ し師nα γし†敵㎞一 を 用 い

て嫌 気 性 菌 の 脂 質 緬 掌 間 題 の 一 瑞 を 解 明 し

よ う と壱式 み た る の で・あ ろ》。

£.r翻 れ飢 †r… 応 グ ル コ ー ス 珀 地 で の 正

常 帖 育 に 、 炭 素 数3～ 醒・の 礁 飽 和 の 低 級

月旨耽 酸 を 霧 蔽 し ・ こ Ψしら の 低 紋 月量肋'酸」各す み

獅 ・に 勧 蜘 旨財 酸 ヒ 脇 て 本 菌 の 月旨職 諏 込

ま 藪 う 。 こ の 性 質 の1ヒ め に 本 菌 応脂 噴:の 厨 究、

に セ適,で あ る.こ の性 質 董利 用 し て 本 論 丸 に
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お い て、 エ)本菌 に お け る偶 敬 炭 勧 翻 酸 の 重

辱 瓶2)プ ラ ス ーマP一 デ ン を 中 ・戚 す 与 リ ン

月邑質 の 代謝3)ブ ル コ サ ミ ンガ り.ン臨 主 体

ピ し、 脂 耽 酸 を倉 む 両親 線 性 物 質 』に っ い て 検

討 レ た:。

茅 一・部 偶 翻 蹴 酸 の 重 勲 生.

当 厨 乾 室 の神 屍 ら1$、 民 レ り ア ン 酸.を 添 加

・し た グ'レ コ ー ス 鑑 旭 で の
.旦.ヒ齢r繊 †「幽 の 生

育 クぐ、 偽 動 瞳 阻 虐 す も こ ヒ に 晶 て 胆聖

さ 帆 う こ と を 見 い 出 し 葎.こ の崎 の り ン脂 質

構 劒 蹴 酸n9タ%購 数 糠 で あ り,ま た 、

こ ハ 土 育 阻 害 袈 ケ量 の カ ブ 。 ン 酸 砺 恭加1二 よ

ワ て回復 レ、 リ ン脂 質 櫛 翻 翻 酸 に偶 翻 旨肪

酸 区 肩 意1に 増 加 す る。 こψしちの こ とグ ら神 尾 『

ら爪 本 菌 の 正 常 嘩 育 じ 臥 リ ン月旨質 構 賊

月蹴 酸 のr旬 〉に偶 数 脂肪 酸 が移狂 す う、こ とバ

ザ 要 であ る ヒ考 えた 。

覇 視 象 あ再 現 性 を検 討 し鱒 課 、 α一酸

ろ幽 阻 害 に よ駐 育 の醜 帆 禰 も腿 先 に
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報 告 し た ほ ど 明 確 な 吾 の で 励 ・。・鳶 た あ 、 こ

の 生 有 の 毘 駅 帆 本 当 に 異 常 生 育 を示 す悟 の で

あ る のが,寺 た 圭 育 を 回 復 す る カ フ.。 ン 酸 べ

本 当 た 脂 質 の 偶 藪 職 六酸 に の み 取 已 寺 甑 も の

か ㌃ 朗 らP・ に 寸 も こ ヒ 帆 偶 叡 君旨肋 酸 酬 必 辱

性 を確 実 に す る た の に重 辱 で 励 と 考『旅 。

そ こ で,正 膏 細 胞 、 偶 数 脂 耽 酸 欠:乏 細 胞,

少 量 の カ ブ ・ ン酸 を 添 加 し た 回復 細 月包の形 穂

を電 顕 に よ.て 観 潔 レた.そ の細 乳 正 常 細

胞1回 復 細 月包 と異 惨 り、偶 数 酸 欠 π 細 胞 の約

半 数 ウ撰 傷 ζ長 い形 態 を 示 し 、 α 一酸 づ脇 胆

宅 帆 薩 か ヒ本 菌 の 巽 常 生 育 を ひ き 盃 こ す こ ヒ

が 麗i認 芝 軋 た 。

次 に 、o(一 酸 化 の阻 害 に ょ ・る生.育 累 常 を 回

復 す も ウ量 の巾 フ㌔ ン酸 凶 本 当 に 本 菌 の 脂

質 賊 分 の 長 鎖 偶 数 脂 肪 酸 に の み 取 込 春 ψ、る の

ウ・、 そ し て 千 し そ う で あ う な ら1ぎ 一 偶 籔 月旨財

酸 〆 特 に 必 卑 と さ 帆 る 脂 質 賊 分,に 蓄 積 「薦 こ

と 嫉 期 拝 む 躰 ろ と 考 え 、 κ レ り ア ン 酸 と 、

0(・ゆ 酸 紀よあ ・1阻害 剤 で あ 一る イ 主 ダ ゾ ー 勘 を!含 む
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・堵.地.に ケ 量 の ㌦ 一 カ プ ロ.ン 酸 を療 加 レ 、 細 胞

内 脂 質 厳 分 ぺ の.件し 一故 射 能 の 取 込 み を 分 祈 し

葎 。 そ 〃u結 果,、14c_う 駄射 霜も1ぶ他 の .脂質lzゲ1に,

も 取)乙 ま 収 う 帆,主 ヒ レ て り'ン 鯖 贋 に 最 」乙ま

郭 麟 箕 鳥1騨:二::..罵 灘:::1㍉
マb一 デ ン り ンH・ 蝿 ∫4ケC騒2一 ㎜ ・H・C+言,4H・ 一甲・「皿・

脂 質 ヵぐ 、 高 い 比Ph.8phat'dylethanola皿'ue.Eth㎝.h皿'nepla　 10gen

轍 驚 艇 憂騨1::.'.r讐=:飴 湿
こ ヒ か ラ 、 偶 数H・C+1・{H・"1髭IH・.H2C4'ε →'CH・.躍 ・1..

鮨 財 酸.応 フ ・ラ スP㎞8P㎞tidy18e「ineSeτinep18叫 。gen..
Fig.1PrincipalphospholipidsfoundinS.ruminantium.

マ ロ ー.デ ン り ン

脂 質 に特 に重 專.緬 る ヒ.推定 した.手 葎 、各

T・ble.1・.Dirt・ib・ti・n・f・adi・acti・ityi・ph。 ・ウh。1ipid翫

Phospholipid
RadioactivityofRadioactivityof1`C132P
'YP(xlOｰcpm)'*C(x10'cpm)ratio

PEP

PED-1-PEG

PSP

PSD

20.2

19.6

2.]

7.7

313

98

30

25

15.5

5.0

14.3

3.2

Abbreviations:PEP,PEplasmalogen;PED,PEdiacyl;PEG,PEglycerylether;PSP,PS

plasmalogen;1?SD,PSdiacyl(thisfractioncontainsPSglyceryletherifpresent).

ワ.ン 脂 質 、,り ヒ。・ド、A、 柚 出 残 渣 の 脂 肋 酸 ・分 祈

の 結 果.、84(ン ・放 身マ倉も応 イ禺鶏〔脂 臼方酸 に の み・取 疋レ
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Table2..Fattyacidanalysisofdiacylphospholiprds.

PED一{一PEG PSD

Carbonnumber

offattyacid
ChemicalRadio-

compositionactivity
(%)(%)

Chemical
composition

(%)

Radio-

act且V皿ty

(%)

Even-numbered

i2:0

14:0

{譜
is:i

Odd-numbered

11:0

13:0

is:0

151

ｻ:0

171 、

19:1

Unidentified

trace

O.5

1'1}
9.5
3.O

trace

O.5

15.9

19.9

4.7

41.9

17

ND

trace

4.5

83.3ｰ

11.7

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

0.8.trace

O.98.9

13}… 欝
N竃)ND

NDND

48ND

2i.5ND

26.2ND

O.9ND

33.OND

NDND

2.78.9

ND:Notdetected.

Sincetherewasadeadspacebetweenthethermalconductivitydetectorandthegasflow

proportionalcounter,mainlyduetotheoxidationfurnace,someadjacent,peakscouldnotbe

separatedclearlyintheradioassays.Duetothisdifficulty,thecombinedradioactivityisshown.

寺 い る こ ヒ 〆 確 認 Ψ 恥 た 。(.1五ble2)

災 に 、 偶 数 脂 耽 酸 た 乏 状 穂 で 取 疋藩 藍 た1艶 一

力 フ。0一ン 酸 の放 身才魏もめ 亘え建レみ を さ ら に言学糸田 に

検 寄 レ瓦 ま ず 一 た 硬 汐 ト膜 へ の 取 佐 み を 分

才斤 し,さ ら に 内 痕 月旨質 箒 重 層 の 肉,唇 、.クト履 へ

の取 尾 趣 揃 し.斥回..㌦弦 射 能 の絶 女掻 帆

内 膜 バ 圧 倒 角.に な く 、 内 膜 の 内 層 、 外 層 で ぱ

南 す カ・副 府層 に 多 く 取 之.ま れ た 。 り ン脂 質 の
'

比靖女身寸1花 、よ.内.膜 ζ.ダト硬 ヒ9.闇 に 顕 著 亨 差 感

宕もあ ・∫ら 蘇,ヤよ い?た,。 内 月薩 内 層,タ ト層 の エ ク ノ

レ'レ .ア ミ ン.プ ラズ マP一 ゲ ≧・の比 牧 射 亀 肋b
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鞍 す.る ヒ,肉Table3'T漁.phen'1at'on.flabeled'　 帥 「ane.

層 の オ 砂 こ ・　 ・1蟹.一32P(・p・)1㌔(・p・)14C/32pDノ ・

ゐ 　 　

し 局 い6直 を 示.

し に 。;さ ら に 、

3。

内 硬 の デ 才 キ

シ コ ー一,レ酸1二

PEP139

YED644

TNP-PEP1516

TNP-PED5931

245717x74
.6

39516.1

2570817.03
.9

234924.1

PEP790

PED2910

TNP-PEP810

TNP-PED2888

1165714.83
.7

168255.8

1721021,23
.6

160075電5

よ 磯 麿 的 抽 騨;∵D蜘 仁13;leヲyl三・・一・・g・・

出 、 蔀 、 超 音 波 で 徹 底 的 に 襯 濃 し 循 硬 の 塞

度 差 ド 甚 ゲ 〈 分 画 露 簸 た 凶 各 画 分'の リ ン

脂 質 に:有 ・意 なPじ 赦 身寸能 の 差1き1認 め ら 姻 †よ μ、.

た.。

以 上 婦 課 夕・臥 偶 勤 繍 酸 ・初 ・ラ ス マb

一 デ ン に 弩 く 旗 任 す る こ と クく1虻零 て・あ り ・ 細

胞 膜 系 に か ・釧 一 枷 こ分 布 し て 本 菌 の 正!腕

生 育 に斉 手 レ て ・・編 の ヒ推 定 しk.

第 二 部 　 ン 月讃 の 代 謝

第 一 部1・ 密 い て,フ ・ラ ス マP一 ゲ ン の 重 専

性 帆 推 定 さ 収 鶴1が 、 元 来 、 嫌 気 性 細 菌 の9ン

月言質 に 関:す る 石年究∫臨 吃17く な く 、 特 ・唱に プ ラ ス マ
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ロ ー ゲ'ン は:、 そ の 機 禽邑 熔 毛 ち う ん',1圭'合 賊 経

路 毛/%・ 耳 代 ド リ 解 鴫 の 努 カ ヤくな さ 帆 て い

ゐ に 毛P・ や・lhら ず'、 全(予 偲 毛 っ や・穿 い と い

う 規 状 で あ る.そ こ で 第 二 部 で1よ 、 フoラ ス マ

・ 一 デ ン を 中 劇 こ リ ン 月讃 の べ 謝 を検 訂 し た。

ま ず,ジ ア シ1レ 型 リ ン 稲 質 で あ る 示 ス77

チ ジ'⊃レ セ リ ン(PS),示 ス フ ァ チ ヲ亀3レ エ ク ノ

ー1レ7ミ ン(PE)の 生 合 蔽 経 路 を 無 細 胞 反 応

系 で 検 計 し 偽.そ の 緯 果,セ り 圏ン ヒCPP一 ジ

ブ リ セ ワ ド ク・.1う.Pβ ヤぐ 、F9セ ＼らPEヵ<合 成

芝 甑 た 。 従 。 て,本 菌 の ジ ア シ ル 型 り ン 脂 質

1憲 、)<腸 菌 のPE合 賊 経 路 ヒ 同 様 な 反 府 で 合

歳 さ'眠 る こ と ぐ々日月 ら シ・ ヒ 噸,た 。 〉ヌこ1ζ 、P'S

や・ ら 四 へ ② デ 刀 レ ボ キ シ し 一 シ 、 ン を 阻 害

す ら こ ヒ 帆 知 ら 帆 て ・、 ゐ ヒ ド ロ キ シ1レ ア ミ ン

の影 響 を調 べ た ヒ こ う 、 圏 と セ リ ン フ・ラ ス

マ ロ ーザ ン カ藩 禎 し 、 叩 ヒ エ タ ノ 引 レ?ミ

ン ・70ラ ス マD一 ゲ ン の 合 歳 バ7且 害 セ れ た 。 こ

の こ と か5、 エ トタ ノ ー 〕レ ア ミ ン プ ラ ス マ 疑 一

ゲ,ン 藤 、Pβ →:P豆 ヒ■ 司 そ羨 の 反 応 に よ っ て 、
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』

セ リ ン プ ラ ス マ ロ ー ゲ ン ρ・ら!合 蔵 さ 眠 も ヒ 推

定 ざ れ る ∴

次 に 、 轟P一 り ン 酸,`℃ 一 カ プ ロ ン 酸 を 用 い

て 、'各 り ン 鯖 噴 の 代1謝 回 隼敦 を 調 べrと ヒ こ そ)、

エ ク ノ_ル7ミ ン プ ラ ス マ ロ ー ゲ ン ヤぐ」塾 定 で

あ ろ の に 灯 し 、 叩 の 急 建 射 く謝 回 転 バ観 家

ざ れ 径 。 こ のPβ の 代 諾射的 ネ 与 定 き は 特 華 寸

べ き こ ヒ で あ る 。hひ カ ブPン 酸 を 用 ・・た べ

謝 回 転 の 実 竣 で 氏 意 外 ・♂ こ と に 、 エ タ ノ ー

凝議 ∴:1
、 双 と と 菰 §31

伽 しい の 書2i

規 象1叡70ラ ス §
^α:1

マ ロ ー ゲ'ン 合 成

の特 殊 性 を 予剰o

さtも 毛 の で ・あ ・

る 。 そ こ で 、

・3』ア ー ク ン 酸 、

0306090

1nc・bqti・ntim・(叩in)
.

きまヨ　 　 　　なおど セヒ　　ユエこ むオ 　ロユお　 ユおも　ユ　ぜ む　ユユ　 レエセ　

(32P)一 。.,h。ph。 。Pは 。。

▲3Eth・n。1・ 証 ・・p1・ ・閥1。9・n、 ●;PE

△3s・ ・in・pla8㎜1・9・n,O;Ps
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㌦ 一 力7・Pン 酸,吻 一 グ ク セ ⇔ 一 ル を 用 い .て 、

1＼㍉ レ ス ラ へこ1レ ー テL一 ス、 の 実 ・駿 を 行 慧 っ1と.

此芦 ク ン酸 薫 削
い †=湯 合 、 ジ ア シ ル 型 り ン 脂

質 ヒ プ ラ ス マ ロ ー ゲ ン は 非 常 に き く イ以 た1＼ 。9

一 ン を 示・ しkpぐ 、

(戸1曾.2)、 聖4c一

力 プDン 酸 、

3H一 グ り セD一

ル を 用 い た湯 合

テ 己 一 ス閑 始 時

に な フoラ ス マ ロ

ー ザ ン レニ ・ま 有 急

τよ 放 射 翁巳Lホ 検 出1

さ れ す",チ ェ ー

ヌ ヒ ヒ モ》に ゆ っ

ー

「

♂
「
叙

　

ら

ぐ

ハ　

　

(ε
α
u
の89

x
Σ

;

り
6
・
櫛u
歪

4 }

3 噂

2 曙

1 『

n n n 述
Y Y ¥ 1ｰo
20 40 60 90
1I

nc尾ぬationtime(min).

Fig.3Chaseprofileofpulselabeledcellswith

(1-14C)一caproate.Symbolswerethe

same .asinFtg.2.

く リ ヒ瑠 加 し 鼠 雁3)。 こ 如 叡 プ ラ ヌ マ

・ 一 ゲ ン の/一 〃一磁 一/なe聖 ～一2一姻 一3～
,脚 曜

音斉!分 かご,ナ こきfよ,前 鳥区ろ本 プ ー,レ に 由 来'す る こ と

を 示 し て い.る 。 こ の1反 説 鳳 、 セ ル レ ニ ン を 用

い た実験 に晶 マ確認 畝 た.

一149一



こ の こ ヒ に よ っ て 、磁 気堵圭.細菌 の プ ラ ヌ マ

ト ゲ ン 倉 蔵 経 路 試 高 零 重力物 で 知 ら れ て い も

経 路 誹 牽'躍 ・ぬ こ ヒ 勺瑚 肺 ・.ヒ脇k.

碁 、PEの 落 遠 刷 く謝 回転 ヤ噛 こ 瓠 ヒ 、

エ タ ノ ー ル ア ミ ン プ ラ ス マ ロ ー ゲ ン 側 鎖 の

14C 一放 身す弁呂 の,曽 たロ に ヒ 毛 守 い 、PEイ 則 鎖 の

1専(L一放 扉寸#亀 の 減 ウ カぐ 蔚 こ る こ ヒ
,ま た ジ ア シ

ル 型9ン 脂 質 以 外,珂 能 な 鯖 区体 フ・一,レ 〆 疹

托 し ・チ 、・こ ヒ ぶ 臥 前 駆 体 フ・一 》レバ ジ ア シ1レ

聖 リ ン 稲 質 の ジ グ ヲ セ ワ ド瞥却 分 で あ う こ と バ

識 く 示 峻 さ・れ た 。

現 狂 の ヒ こ う 、 ジ ア シ1レ 型 リ ン 購 質 の ジ グ覧

り ¢ リ ド ー → 『 プ ラ ス マ ロ ー ゲ ン の1-o一 薩深 一

{なeれ/1-2一 に ン～一3ケce瀞 ～ ヒ ・ウ 軽 路 の証 明 に

、よ厳 功 し て いfδ い 民 本 廊 究 で 得 ら れ た惰 報

広 嫌 気 性 細 菌 の プ ラ ス 電 ⊃ 一 ゲ ン 合 成 経 路

の解 明 に 重 要 な寄 予 を し う 婦 の と 彰 え る 。

第 三部 グ1レ コ サ ミ ソ,り ン 酸 を 主 体 と し 、

渚 耽 酸 を倉 む 新 両 親 媒 性 物 質.
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14C 一 カ ブ・Qン 蔽 あ る い 亀奪'ぐ し,リ ア ン 酸 董 ラ条

加 し 径 暗 地 で 本 蔚 を 培 養 し 、 ザ ノ脂 質 、L器

の ワ ピ ド 冷 を 柚 出 し た 残 渣.に 、 約/∫%の 放 射

能 かぐ抽 訟 さ 敷 ず に 残 る こ ヒ 賦 知 ら 蔽 て い ゐ 。

こ 水 ま で の 実 験 の 過 程 で 、 こ の 残 査 の 中 に.

しPぷ 、 リ ン 脂 質 、 リ ボ 蚤 白 瓠 異 塚 る 新 た な 脂

耽 酸 含 有 成 分 を 見 ・鵡 し 薦 の で 、 そ の 性 質 に

つ い て 検:窃 し た 。

14c 一 カ ブ 。 ン 酸 を 添 加 し た 培 地 で 本 菌 を 培

養 後 、 リ ン 昇旨覧LPε を 抽 払 し た 残 瘡 をSP∫ 一

Pハ ㊧ 巨 で 分 析 す う と 、 見 か1ヶ の 分}量 £ 万 痢

後 の プD一 ド な κ ン ド 〆 検 出 さ れk。 こ 猷 な

リ ン 耳旨質 、 」2Sヒ 臼丹 うP・ に 翼fよ も 位 置 て・あ 。

た 。 こ れ を 汽 物 質 ヒ名 う寸 げ た 。

3H 一 グ ワ セ ロ ー ル の 取 込 み を 分 析 し た と こ

う 、5目 一 故 射 能1よN物 質 ド1ま 全 く 取 込 ま れ 写

ρ＼っ 転.ま た 、 プPア ー ゼ 遍 処 理 に よ 。 て 全

く影 響 を 受1ヶ な が.た 。 従 。 τ 目.物 質 感 リ ボ

蛋 白 ひ ズ ♂、叱 結 論 し瓦 岡 物 質 の 局 優 雛

検 謝 し に ヒ こ う 、 主 と し マ 府 膜.に 移 狂 で も こ
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の ス 、r・ッ ト 帆1っ たけ 検 甑 ざ 眠 た 。 ニ ン ヒ ド

り ン}二 よ ゐ 最 も 主 要 な ス{搾 ッ ト 帆1蛸 酸 銀 に よ

る ス ボ ッ ト ヒ ー 致 し た 。 こ の ス ポ ッ ト を7kで

溶 出、し 、 ニ ン ヒ ド り ン に よ る 画隻づ乙4灸 ・ セ ル ロ

ー ス 簿 層 クoマ ト グ ラ フ ィ ー で 分 析 し 起 ヒ こ

ろ ア ラ ビ ノ ー ス バ 検 出 さ 収 た.イ 走 ・ て ・ 呂 物

質1二 雰 在 寸 る ヘ キ ソ す ミ ン は グ ル コ サ ミ ン ヒ

同 定 さ れ 驚.イ ン ド ー ⊃レ 塩 酸 法 に よ も グ'レ

コ ワ ミ 淀 量 の結 見 遊 離 の ア ミ ノ 基 を も っ

ゲ し コ サ ミ ン1叡 全 グ し コ 亨 ミ ン の 約 ワ'分 の

/と 推 定 さ れ た 。 把 の グ1レ ゴ サ ミ ン .1‡・ ア セ

チ;レ 化 あ る い は7シ ル 化 さ れ て し惰 ヒ 老 丸 ら

歌 る 。 ・

次.に 、 脂 耽 酸 歳 分 に つ い τ 検 討 した 。rr・物

質 の 全 脂 財 酸 組 成 を 分 祈 し 、L閤 、 り 朗 旨質

と 比 較 砕 ヒ こ う 、L㎎ ヒ全 く 靴 ワ ・ む し

う リ ン脂 質 に 近,い 脂 耽 酸 組 成 を 示 した ・鮎1e5)

N-7シ 〕レ脂 耽 酸 ヒo-7シ,レ 脂 肪 酸 を 分 別

し マ 分 祈 し 』 ヒ こ ろ 一 ぐレ り7ン 酸 供 与 菌 の

湯 合 、o一 了 シ 胡 旨肪 酸 劇 ぎ;o・13:L甑1
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を 主 体 ヒ すTable5'1:;:;
.1;'daひa瓢 畿:;lll'llle　 .1am'ne・

る.の に 対 一し、

:呈「1:登轟 ぬll;'・1Hll言:lil濃'器 騨 ε・
N一 ア シ1レ

漁 酸 な、iii・1㍑ £?,、 ・ii

l織iil驚.ll
成 を 示 、 し た 。1818・63・1

19.8

29.7象8註ll:8次
に.【 物

質 をc-B脳Rで 分 祝 た ヒ こ ろ 、.厨 イ固 の

シ グ ナ ル が観 廉5れ 、 炭 秘 如ポ ケ 〈 馨 く と 弟

お8個 鼠 上 、 グ ル コ サ ミ ン の 数 応 、 ウ く な く と .

も8個 ↓》く上」で・あ ゐ と 権 定.さ'れ た 。

1ぐ ク テ リ ァ の 、 グ ル コ サ ミ ン を ノ含 む 両 親 媒

性 物 質 ヒ し て は 、LP獄 翫 †ゑγ。厩 †e漁 ～

㏄ 簡mo匹 ωτ†吻e匹 仁ぐ知 ら れ て い る 醒 ・ 以 上 の

系課 よ り、N物.質1祉 訳 ら 螺 鮪 新 両親保

性 物 質 であ る ヒ結論Lた.
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審 査 結 果 の 要 旨

本論文は緬羊ルーメンより分離されたグラム陰性偏性嫌気性細菌5θ ん加π・㎜3働 戯㎎撹勧肌を

用い,そ の脂質に関する問題の一端を解明しようと したものである。

著者はまず,バ レリアン酸を添加 したグル コース培地における本菌の生育が,脂 肪酸のα一酸

化を阻害するイミダゾールの添加により阻害され,こ の阻害は少量のカプロン酸の添加 により回

復することを再確認 した。正常細胞,偶 数脂肪酸欠乏細胞および少量のカプロン酸を添加 した回

復細胞の形態を電顕により観察し,偶 数脂肪酸の欠乏が本菌の異常伸長をひきおこすことを認め

た。バ レリァン酸とイ ミダゾールを含む培地に少量の14C一 カプロン酸を添加 して本菌を培養 し,

細胞内脂質への 置4Cの取込みを分析 した。その結果,14Cは 主と してりん脂質に取込まれること,幽

その中でもプ ラズマ ローゲンりん脂質が高い比放射能を示す ことを認め,偶 数炭素側鎖はプラズ

マローゲンりん脂質の成分として特に重要であると推定 した。

次 に著者はりん脂質の生合成系の検討を行った。その結果,セ リンとCDP一 ジグリセ リドから

ホスファチジルセ リン(PS)が,PSか らホスファチジルエタノールアミン(PE)が 合成される

ことを無細胞系で証明 し,こ の経路は大腸菌の系と同様であることを示した。また工タノールァ

ミンプラズマローゲンは,PSよ りPEを 生成するのと同様の反応 により,セ リンプラズマローゲ

ンか ら生成するものと推定 した。更に標識 した基質を用いて各りん脂質の代謝回転 を調べた。そ

の結果,プ ラズマ ローゲ ンの1-0-alk-1'一enyl-2-acyl-glycerol部 分は大きな前駆体

プールに由来することが示され,本 菌におけるプラズマローゲンの合成経路は高等動物 における

経路 と非常 に異な り,ジ アシル型 りん脂質の ジグリセ リド部分が前駆体となることを強 く示唆す

る結果を得た。

最後に著者は標識脂肪酸を添加 して生育 した細胞中に,リ ピッドA,り ん脂質,リ ボたんぱく

質 と異なる脂肪酸含有成分を見出し,こ れをM物 質 と名付 けた。M物 質はグルコサ ミン(8残 基

以上),り ん酸および脂肪酸を含み,そ の脂肪酸組成などから,こ れが新 しい両親媒性物質であ

ると結論 した。

以上のように本論文 はいくつかの新知見を含み,微 生物学に貢献す る所が大きい。よって三論

文審査担当者 とも著者は農学博士の学位を授与される充分な資格があると判定 した。
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